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統一地方選 告示迫る4月 23日投票
水戸市議選（定数 28） 古河市議選（定数 24）

鹿嶋市議選（定数 20） 結城市議選（定数 18） 常総市議選（定数 20）

筑西市議選（定数 24） 石岡市議選（定数 22）

土浦市議選（定数 24） 龍ケ崎市議選（定数 22）

牛久市議選（定数 22） 美浦村議選（定数 12）

利根町議選（定数 11） 日立市議選（定数 24） 取手市補選（定数 1）

田中まさき 土田きよみ なかにわ由美子 あきば繁

立原弘一 川井ひろ子 たいら陽子 ほりこし道男

三浦ゆずる 石嶋いわお 国府田きくお 小松とよまさ

古沢よしゆき 福田かつお 伊藤えつ子 金剛寺博

遠藤のり子 北島のぼる 大森和夫 岡沢　清

みね山のりあき 小林まみ子 千葉たつお 佐野太一

（54）＝現 （58）＝現 （50）＝新 （74）＝現

（66）＝現 （57）＝現 （71）＝現 （72）＝現

（69）＝現 （69）＝現 （76）＝現 （75）＝現

（76）＝元 （79）＝新 （74）＝現 （72）＝現

（76）＝現 （71）＝現 （63）＝新 （65）＝現

（45）＝元 （59）＝現 （41）＝現 （54）＝新

【略歴】
党市議団長。市議 6期。
総務環境委員会委員。
日本福祉大卒。党県常
任委員。

市議 2期。
文教福祉委員会委員。
党県委員。

党水戸市こども・医療相
談室長。水戸市などの産
婦人科で助産師 25年。

市議 3期。
文教厚生常任委員会委員。
党県委員。

市議 6期。
市議会広報委員長、
災害対策特別委員長
を歴任。

市議 2期。
文教厚生委員会副委員
長。

市議 3期。
市議会教育・福祉
委員会委員など。
東洋大卒。

市議 11期。
市議会議長、百条調査委
員長など歴任。
党西部地区委員長。中央
大卒。

市議 7期。
福祉文教委員、議会
運営委員など。茨城
大農学部卒。

市議 1期。
市議会総務企画委員
など。結城一高卒。
党県常任委員。

市議 1期。
市議会経済土木委員
など。県西農民センタ
ー朝市部長。

市議 3期。
市議会文教厚生委員会
副委員長。党県委員。
福島大経済学部卒。

利根町地域おこし協力隊
員を経て 2019 年初当選。
21年同町長選立候補。

市議 5期。
市議会環境建設委
員。党県委員。茨城
キリスト教短大卒。

市議 1期。
市議会教育福祉委員。
党県委員。信州大理
学部卒。

党市ジェンダー平等
推進室長。2022 年
県議選候補（取手市
選挙区）

市議 7期。
市議会総務委員。

市議 2期。
市議会文教福祉委員。
流通経済大卒。
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【略歴】 【略歴】 【略歴】 【略歴】

市議 5期。総務企画常
任委副委員長、後期高
齢者医療広域連合議員。

市議 1期。議会運営
委副委員長、県南水
道企業団議会議員。

葛飾区役所で地方公務
員 45年。組合活動など
で福祉向上に汗をかく。
県立大子一高卒。

市議 3期。文教厚生
委員。龍ケ崎一高卒。

市議 5期。
元内田油圧勤務。市民
オンブズパーソンの活
動に従事。宇都宮大工
学部卒。

2002 年まで東京ガス勤
務。茨城革新懇で革新・
平和運動の先頭に立つ。
石岡一高卒。

全国統一地方選挙が目前です。暮らし・福祉最優先の市町村政へ奮闘する日本共産党の
ベストメンバーです。お知り合いにご支持の輪をお広げください。

日本共産党の勝利で
平和・いのち・暮らし守る茨城に

　
本
格
的
に
「
野
党
共

闘
」
を
た
た
か
っ
た
一
昨

年
の
総
選
挙
、
押
し
込

ま
れ
た
総
選
挙
結
果
を

「
挽
回
し
よ
う
」
と
取
り

組
ん
だ
昨
年
の
参
院
選
。

こ
の
選
挙
結
果
を
見
て
、

「
野
党
共
闘
は
失
敗
し

た
」「
共
産
党
の
綱
領
は

現
実
離
れ
」
と
マ
ス
コ
ミ

を
使
っ
た
巨
大
な
反
共

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

党
創
立
１
０
１
年
の
今
年

選
挙
の
な
か
で
党
を
つ
く
る
新
し
い
実
践
に
挑
戦
し
よ
う
日
本
共
産
党
茨
城
県
委
員
長
　
上
野
　
高
志

　
今
春
の
統
一
地
方
選
で
日

本
共
産
党
は
、
補
選
を
含
め

12
市
１
町
１
村
に
現
職
18
人
、

新
人
４
人
、
元
職
２
人
の
計

24
人
の
議
員
候
補
者
を
擁
立

し
、
水
戸
市
長
選
で
は
「
明

る
い
水
戸
市
を
つ
く
る
会
」

の
大
内
く
み
子
市
長
予
定
候

補（
無
所
属
）を
推
薦
し
ま
す
。

　
岸
田
政
権
に
よ
る
大
軍

拡
と
大
増
税
、
社
会
保
障

の
切
り
捨
て
に
正
面
か
ら

対
決
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
や

物
価
高
騰
で
疲
弊
し
た
家

計
と
営
業
を
支
え
る
自
治

体
行
政
の
実
現
へ
全
力
を

尽
く
し
ま
す
。

　
県
内
の
党
議
員
団
は
、

無
料
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
実
施

河
内
町
に
加
え
、
今

春
か
ら
日
立
・
北
茨

城
の
２
市
で
小
中
学

校
の
完
全
無
償
化
が

実
現
。
水
戸
市
で
も
、

中
学
校
で
先
行
し
て

の
無
償
化
が
決
ま
り

ま
し
た
。
子
育
て
支

茨
城
県
党

水
戸
市
長
選
に
大
内
氏

明
る
い
会
が
擁
立市政転換へ決意を述べる大内市長予定候補＝17日、茨城県政記者クラブ

日本共産党の勝利で

な
ど
コ
ロ
ナ
対
策
の
充

実
、
子
育
て
支
援
や
地

域
住
民
の
足
と
な
る
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
拡

充
、
高
齢
者
の
生
活
と

健
康
を
守
り
支
え
る
補

聴
器
購
入
の
補
助
な
ど

を
繰
り
返
し
求
め
、
一

部
の
自
治
体
で
実
現

す
る
な
ど
行
政
を
動

か
し
て
き
ま
し
た
。

と
り
わ
け
学
校
給
食

費
は
、
コ
ロ
ナ
禍
と

物
価
高
騰
が
家
計
を

直
撃
す
る
下
で
、
全

国
各
地
で
無
償
化
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

県
内
で
も
潮
来
市
や

城
里
町
、
大
子
町
、

援
の
充
実
、
子
ど
も
の

健
康
と
学
び
を
保
障

す
る
た
め
に
引
き
続

き
全
力
を
あ
げ
ま
す
。

　
同
時
に
、
国
や
県

の
悪
政
、
自
治
体
の

税
金
の
無
駄
遣
い
に

対
し
て
、
住
民
と
力

を
合
わ
せ
た
た
か
っ

て
き
た
の
が
党
議
員

団
で
す
。
岸
田
政
権

　
４
月
に
た
た
か
わ
れ

る
統
一
地
方
選
挙
を
前

に
、
マ
ス
コ
ミ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
使
い
記
者
会
見
ま
で

行
っ
て
、
党
組
織
の
外
側

か
ら
日
本
共
産
党
を
攻

撃
し
除
名
さ
れ
た
元
党

員
の
問
題
は
、
一
部
メ

デ
ィ
ア
が
「
共
産
党
は
異

論
を
許
さ
な
い
党
」
と
、

ま
た
ま
た
反
共
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
行
っ
て
い
ま

す
。
街
頭
か
ら
、
対
話
の

な
か
で
、「
事
実
と
違
う

報
道
で
す
。
日
本
共
産

党
は
、
党
内
で
自
由
に

意
見
を
出
し
合
い
、
一
致

で
き
た
方
針
で
活
動
し

て
い
る
政
党
で
す
。
党
員

に
よ
っ
て
、
選
挙
戦
の
公

約
や
た
た
か
い
方
が

違
っ
て
い
て
は
、
混
乱
す

る
だ
け
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
」
と
、
広
く
有
権
者

に
訴
え
た
い
。

　
来
る
４
月
の
統
一
地
方

選
挙
で
日
本
共
産
党
は
、

岸
田
自
公
政
権
の
大
軍

拡
・
大
増
税
に
キ
ッ
パ
リ

反
対
し
、
党
員
・
し
ん
ぶ

ん
赤
旗
読
者
を
増
や
し

な
が
ら
た
た
か
う
方
針
を

明
確
に
し
て
い
ま
す
。

　
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
略
や
米
中
の

に
ら
み
合
い
、
北
朝
鮮
の

ミ
サ
イ
ル
発
射
な
ど
で

脅
威
を
あ
お
り
、
来
年

度
予
算
で
11
兆
円
、
５

年
間
で
43
兆
円
も
の
「
大

軍
拡
」
は
、「
専
守
防
衛

は
変
わ
ら
な
い
」「
自
分

の
国
は
自
分
で
守
る
」
と

い
う
２
つ
の
大
ウ
ソ
が
あ

り
ま
す
。「
軍
事
対
軍
事

で
は
戦
争
は
避
け
ら
れ

な
い
。
平
和
憲
法
第
９

条
を
世
界
に
示
し
平
和

外
交
を
行
う
、
日
本
共

産
党
の
外
交
ビ
ジ
ョ
ン

を
訴
え
た
た
か
い
ま
す
。

　
大
軍
拡
の
た
め
に
大

増
税
、
東
日
本
大
震
災

の
復
興
特
別
財
源
ま
で

使
お
う
と
し
て
い
ま
す
。

「
新
し
い
戦
前
」
と
い
う

タ
モ
リ
さ
ん
の
言
葉
が

ぴ
っ
た
り
で
す
。
県
委
員

会
は
、
暮
ら
し
、
仕
事
最

優
先
の
社
会
へ
、
統
一
地

方
選
24
名
の
候
補
者
全

員
の
当
選

へ
、
全
力

を
つ
く
す

決
意
で
す
。

に
よ
る
60
年
の
運
転

期
限
延
長
を
ふ
く
む

「
原
発
回
帰
」
に
厳
し

く
対
決
し
、
東
海
第

２
原
発
（
東
海
村
）

の
再
稼
働
ス
ト
ッ
プ

を
求
め
続
け
て
き
ま

し
た
。

　
水
戸
市
で
は
市
議

団
が
、
当
初
計
画
の

５
倍
を
超
え
る
税
金

を
投
入
し
て
の
市
民

会
館
建
設
に
反
対
し

住
民
訴
訟
と
連
帯
。

県
の
産
廃
処
分
場
計

画
（
日
立
市
）
も
住

民
訴
訟
が
立
ち
上
が

り
、
県
市
議
団
の
議

会
で
の
追
及
と
一
体

に
計
画
撤
回
を
求
め

る
た
た
か
い
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
地

域
で
切
実
な
運
動
と

連
帯
し
、
住
民
の
利

益
を
守
る
立
場
で
が

ん
ば
る―

。
国
民
の

苦
難
軽
減
が
立
党
の

精
神
の
党
議
員
団
だ

か
ら
こ
そ
貫
け
ま
す
。

　
県
内
で
は
共
産
党

以
外
の
全
会
派
が
市

長
提
案
の
予
算
に
賛

成
す
る
「
オ
ー
ル
与

党
」
議
会
が
ほ
と
ん

ど
。
党
議
員
団
は
住

民
の
切
実
な
願
い
を

議
会
に
届
け
、
施
策

を
前
進
さ
せ
て
き
ま

し
た
。

　
統
一
地
方
選
で
は

大
型
開
発
よ
り
も
身

近
な
暮
ら
し
、
大
軍

拡
で
は
な
く
平
和
の

構
築
を
と
訴
え
、
奮

闘
し
ま
す
。

12
市
１
町
１
村
に
24
人
擁
立

　「
明
る
い
水
戸
市

を
つ
く
る
会
」
は
３

月
17
日
、
県
庁
内
で

の
会
見
で
、
４
月
16

日
告
示
（
同
23
日
投

票
）
で
た
た
か
わ
れ

る
水
戸
市
長
選
に
日

本
共
産
党
元
県
議
の

大
内
久
美
子
氏
（
73
）

＝
新
＝
を
擁
立
す
る

と
発
表
し
ま
し
た
。

　
大
内
氏
は
「
暮
ら

し
や
福
祉
、
教
育
を

大
切
に
す
る
市
政
に

変
え
る
」
と
表
明
し
、

高
橋
市
政
を
「
大
型

事
業
に
は
湯
水
の
よ

う
に
税
金
を
注
ぎ
込

み
な
が
ら
、
老
朽
化

し
た
学
校
や
公
共
施

設
の
改
修
は
後
回

し
」
と
批
判
。▽
小
学

校
給
食
と
18
歳
ま
で
の

医
療
費
無
料
化
▽
伊
勢

甚
所
有
の「
中
央
ビ
ル
」

解
体
に
税
金
を
投
入
す

る
泉
町
１
丁
目
の
再
開

発
事
業
に
反
対
▽
生
活

道
路
や
通
学
路
整
備
の

予
算
増
│
な
ど
を
公

約
。

　
同
市
が
再
稼
働
へ
の

事
前
了
解
権
を
持
つ
東

海
第
２
原
発（
東
海
村
）

に
つ
い
て
、「
27
万
市

民
の
実
効
性
あ
る
避
難

計
画
は
で
き
な
い
。
再

稼
働
は
認
め
な
い
」
と

力
説
し
ま
し
た
。

　
市
長
選
に
は
現
職
の

高
橋
靖
氏
（
57
）
が
４

選
へ
の
出
馬
を
表
明
し

て
い
ま
す
。

「
暮
ら
し
大
切
に
す
る
市
政
に
」

【
大
内
氏
の
経
歴
】

　
茨
城
大
養
護
教
諭

養
成
所
卒
。
水
戸
市

議
５
期
、
茨
城
県
議

５
期
。
15
年
同
市
長

選
候
補
。
現
在
、
党

県
副
委
員
長
。

全
医
労
が
全
国
一
斉
ス
ト

　全日本国立医療
労働組合（全医労）
は 3 月 9 日、賃上
げを求め、全国約
140 の国立病院で
独立行政法人化後、
初の一斉ストに立
ち上がりました。
　茨城県では、水
戸医療センター（水

戸市）、霞ケ浦医療
センター（土浦市）、
茨城東病院（東海
村）の 3 施設で医
療従事者らが労働
環境の改善を求め、
ストライキと宣伝。
プラカードや横断
幕を掲げてアピー
ルしました。

医
療
現
場
の
労
働
実
態
の
改
善
を
求
め
ア
ピ
ー
ル
す

る
宣
伝
参
加
者
と
署
名
に
応
じ
る
人
＝
９
日
、
水
戸
市
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利根町議選（定数 11） 日立市議選（定数 24） 取手市補選（定数 1）

田中まさき 土田きよみ なかにわ由美子 あきば繁

立原弘一 川井ひろ子 たいら陽子 ほりこし道男

三浦ゆずる 石嶋いわお 国府田きくお 小松とよまさ

古沢よしゆき 福田かつお 伊藤えつ子 金剛寺博

遠藤のり子 北島のぼる 大森和夫 岡沢　清

みね山のりあき 小林まみ子 千葉たつお 佐野太一

（54）＝現 （58）＝現 （50）＝新 （74）＝現

（66）＝現 （57）＝現 （71）＝現 （72）＝現

（69）＝現 （69）＝現 （76）＝現 （75）＝現

（76）＝元 （79）＝新 （74）＝現 （72）＝現

（76）＝現 （71）＝現 （63）＝新 （65）＝現

（45）＝元 （59）＝現 （41）＝現 （54）＝新

【略歴】
党市議団長。市議 6期。
総務環境委員会委員。
日本福祉大卒。党県常
任委員。

市議 2期。
文教福祉委員会委員。
党県委員。

党水戸市こども・医療相
談室長。水戸市などの産
婦人科で助産師 25年。

市議 3期。
文教厚生常任委員会委員。
党県委員。

市議 6期。
市議会広報委員長、
災害対策特別委員長
を歴任。

市議 2期。
文教厚生委員会副委員
長。

市議 3期。
市議会教育・福祉
委員会委員など。
東洋大卒。

市議 11期。
市議会議長、百条調査委
員長など歴任。
党西部地区委員長。中央
大卒。

市議 7期。
福祉文教委員、議会
運営委員など。茨城
大農学部卒。

市議 1期。
市議会総務企画委員
など。結城一高卒。
党県常任委員。

市議 1期。
市議会経済土木委員
など。県西農民センタ
ー朝市部長。

市議 3期。
市議会文教厚生委員会
副委員長。党県委員。
福島大経済学部卒。

利根町地域おこし協力隊
員を経て 2019 年初当選。
21年同町長選立候補。

市議 5期。
市議会環境建設委
員。党県委員。茨城
キリスト教短大卒。

市議 1期。
市議会教育福祉委員。
党県委員。信州大理
学部卒。

党市ジェンダー平等
推進室長。2022 年
県議選候補（取手市
選挙区）

市議 7期。
市議会総務委員。

市議 2期。
市議会文教福祉委員。
流通経済大卒。

【略歴】 【略歴】

【略歴】 【略歴】 【略歴】

【略歴】

【略歴】

【略歴】 【略歴】【略歴】

【略歴】 【略歴】 【略歴】

【略歴】

【略歴】

【略歴】 【略歴】 【略歴】 【略歴】

【略歴】 【略歴】 【略歴】 【略歴】

市議 5期。総務企画常
任委副委員長、後期高
齢者医療広域連合議員。

市議 1期。議会運営
委副委員長、県南水
道企業団議会議員。

葛飾区役所で地方公務
員 45年。組合活動など
で福祉向上に汗をかく。
県立大子一高卒。

市議 3期。文教厚生
委員。龍ケ崎一高卒。

市議 5期。
元内田油圧勤務。市民
オンブズパーソンの活
動に従事。宇都宮大工
学部卒。

2002 年まで東京ガス勤
務。茨城革新懇で革新・
平和運動の先頭に立つ。
石岡一高卒。

全国統一地方選挙が目前です。暮らし・福祉最優先の市町村政へ奮闘する日本共産党の
ベストメンバーです。お知り合いにご支持の輪をお広げください。


